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 小説や詩、映画、絵画、彫刻、音楽など、ひとつの作品に研究者として向

かい合うとき、私たちはそこに何を読み解き、何を見出そうとしているのだ

ろうか。まず私たちは作品を一個のテクストとして、作品との対話をはじめ

る。しかし対話のためには、言葉がなくてはならない。その言葉は作品と向

かい合う方法でもある。その方法によって、私たちは作品から受け止めたも

のを確認したり、曖昧であったものを浮かびあがらせたり、あらたな発見を

したりする。だが、その方法は同時に、作品との対話を制約するものでもあ

る。何故ならそれは言葉によってなされるものだからだ。その言葉とは文字

言語だけではなく、映像をはじめとするさまざまな様式を含むものであるが、

ここではいわゆる文字言語として考えをすすめよう。 

 その言葉がもとづく方法がたとえばカルチュラルスタディーズやポストコ

ロニアリズム研究によるものだとする。そのとき作品との対話は、アイデン

ティティ・ポリティクスを含むさまざまなポリティクスによっていろどられ

はじめる。もちろんそれを忌避するために、あくまでも何故映画なのか、何

故文学なのか、何故絵画なのかに重点をおいて、作品との対話を継続しよう

とする方法もあるだろう。しかし、その対話も言葉によってなされる以上は、

ポリティクスから免れることはできない。それが言葉の宿命であり、言葉に

よる文化研究の宿命である。何故なら言葉とは、いまここにいる私たちの書

くこと読むことの身体としての地域性であり、地域性を離れた単なる記号と

しての言語など存在しないからである。そして「翻訳者の使命」についてベ

ンヤミンも言うように、具体的な諸言語を通じてしか、理想としての純粋言

語も存在しようがないのである。 

 だから、そのポリティクスは、その作品が書かれた時空（地域や場所）、そ

の作品が読まれる時空から、また逃れることができない。そこから地域研究

としての作品との対話がうまれる。だが地域研究としての作品との対話は、

ややもすればその地域とは何かを考えるための資料に、作品を位置づけるこ

とを招いてしまう。作品のもつさまざまな個性は、それをかりに小さな物語

となづけるとするなら、その物語は地域の大きな物語のなかに回収されてし

まうことになりかねない。 

 とはいえ、その作品が誰によって書かれ、どこで書かれたかという意味に

おいて、地域という限定性をもたない作品はありえない。そして限定性をも

つがゆえに、作品は普遍性にむかって開かれもするのである。なんの留保も

なしに普遍的なものなど存在することはできない。それは記憶というものが、

個人の記憶、家族の記憶、集団の記憶、国家の記憶、歴史の記憶というよう

に、何重にも重なり合い階層化されているのによく似ていて、それぞれの記

憶はどこかでズレを生じ、どこかで矛盾し、あるいは対立し、意識の底にし

ずめられる記憶をつくりだしもする。記憶とはたんに過去を覚えているとい

うことではない。それは様々な要素の中から、何かを選ぶことによって（何

かを選ばないことによって）再構築される（生産される）ものであり、記憶

とは想像し創造されるものだとされる所以である。作品はつねにそうしたポ

リティクスのなかにおかれている。そして作品を書く者も読む者も、また同

じである。そのポリティクスをいかに意識し、いかに批評し、いかに乗り越

えていくかが、作品との対話をかぎりなくたかめていくために必要なことで

ある。 

 この「地域研究と文化研究」という小さな特集は、こうした問題意識のも

とに組まれている。「阮慶岳短篇小説の構造と『台湾同志文学史』の政治学」

は、作品論と文学史という問題について、「女たちの声に耳を澄ます」は、映

画『終わらない戦争』を題材に歴史的な大きな物語と、その歴史の場に生き

る女たちの語りのさまざまな位相に耳を澄ますことの問題について、それぞ

れ議論を展開していくものである。 
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論 説 

阮慶岳短編小説の構造と「台湾同志文学史」の政治学 

――「広島の恋」をめぐって――                               

                        

                       三木直大 
 

１. 阮慶岳短編小説と「同志文学」 

 「同志」という語が、同性愛者ひいては広義のセクシュアル・マイノリテ

ィー（LGBT）を意味する語彙として、台湾や香港を中心に流通し始めるの

は 1990 年代以降である。台湾において「同志」は、戒厳令解除以後の社会

的文化的制度の再編制のうねりのなかで認知され、「同志文学」というカテ

ゴリーも登場し、さらには「同志文学史」１が書かれるようにもなる。 
 しかし、「同志文学」というカテゴリーがあるとして、それはいったい定

義可能なものなのだろうか。「同志文学」を「書く」とはいったい何を書く

ことであり、「同志文学」を「読む」とはいったい何を読むことなのだろう

か。あるいは「同志文学」に「書く」ことと「読む」ことの共犯関係は成立

しうるのだろうか。 
 本稿では、長篇小説『重見白橋』（一方出版社、2002）で巫永福文学賞、

「東湖三部曲」のひとつ『凱旋高歌』（麥田、2004）で台北文学賞を受賞す

るなど多彩な執筆活動を展開し、その著作でもカミングアウト２を行ってい

る作家・阮慶岳の短篇小説「広島の恋（Hiroshima Mon Amour)」３をテク

ストにして、この問題を考えてみたい。阮慶岳は 1957 年、台湾屏東生まれ。

父親が外省人の公務員だったことから、少年時代を父親の職場である屏東の

「マラリア研究所」の宿舎ですごし、閩南語も堪能である。阮慶岳によると、

この「マラリア研究所」は日本植民地統治期からの施設を利用したものであ

り、日本人の技師もいれば本省人のスタッフもいるという宿舎だったようで、

彼の育った環境は国軍住宅区（眷村)育ちの多くの外省人第二世代とは大きく

異なっている４。台北に出て淡江大学建築学科を卒業後、ペンシルベニア大

学で建築学の修士号をとり、アメリカでしばらく建築士として仕事をする。

1990 年に台北にもどり、建築事務所を開く。創作はアメリカ滞在中から開始。

現在は元智大学芸術與設計学系で教鞭をとる。建築物の空間性を権力（強空

間）／非権力（弱空間）の対照のなかでとらえた論集『弱空間』（田園城市、

2012）など建築関係の著作も多い。 
 さて、アラン・レネ監督映画の作品名をそのまま題名とした阮慶岳の短編

小説「広島の恋」は、東京へ旅した「私」と「パートナー（伴侶）」との間

に、「彼」が影のように介入してくるという構造をもつ小説である。そこで

語られるのは記憶と原罪の物語であり、「父殺し」がテーマとなっている。

阮慶岳がカミングアウトをおこなった作家であることから、語り手である「私」

を男性と読めば、この作品は「同志文学」と言えるかもしれない。しかし実

は、後述するようにこの作品は語り手である「私」を女性と読めば、「異性

愛」の三角関係を背景とする作品としても成立する小説になっている。そし

て、読者がどちらで読むかを、作家は作品において否定も肯定もしない。作

家は、読もうとすればいかようにも読める構造を作品に付与している。 
 では、こうした読みの両義性を内包した作品を、かりに「クィア文学」と

名付けてみるとする。この概念は「ゲイ文学」「レズビアン文学」というカ

テゴリーのもつ生物学的性の限定性を超える概念として提示されたものだが、

これもまた作品を規定する概念としては、はなはだ曖昧なものである。なぜ

なら「奇妙な」とか「風変わりな」とかいった意味をもつ英語の queer の原

義に遡って、人間とは等しく遺棄されたクィアな存在だととらえ直してみた

とき、学術的な用語としての「クィア」に付与されているのは、バトラーや

セジウィックのクィア理論が指し示すように、伝統的倫理との対比的対照性

やその脱構築的な機能になってくるからである。だから阮慶岳の「広島の恋」

を「クィア文学」とカテゴライズしたとしても、そこに書かれているのは「ク

ィア」なものとしてのセクシュアル・マイノリティではなく、いきつくとこ

ろは「クィア」なものとしての人間の生そのものということになる。 
 「クィア」の訳語としての「酷児」（「怪胎」と訳されることもある）は、

台湾では「同志」にやや遅れて 1990 年代初期から見られるようになる。雑

誌『島嶼邊縁』は、第 10 期（1994）に「酷児特集」を組んでいる。日本で
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